
・１月ごろに採卵して、５月頃に８㎝程度に育ててから海に放流します。
・年間約６万尾を美保湾を中心とした地域に放流しています。（R３年）

１．種苗放流の取り組み

鳥取県内で放流している魚介類

クロアワビ

サザエ

ヒラメ

キジハタ

・秋ごろに採卵して、約１年半かけて３㎝程度に育ててから海に放流します。
・年間約１３万個を県内各地に放流しています。（R３年）

ふ化後２日

・６～７月ごろに採卵して、約１年かけて１㎝程度に育ててから海に放流します。
・年間約３０万個を県内各地に放流しています。（R３年）

・６～７月ごろに採卵して、９月頃に５㎝程度に育ててから海に放流します。
・年間約２～３万尾を県内各地に放流しています。（R３年）

アユ

・１１月ごろに採卵して、５月頃に５ｇサイズに育ててから海に放流します。
・年間約４０～５０万尾を県内の河川に放流しています。（R３年）

ふ化後２０日

種苗放流とは、人工的に生産した魚介類を生育に適した海域に放流して、天然の生産力だ
けでは足りない資源を増強しようとする取り組みです。現在、漁業者は安定した漁獲を目指
し、クロアワビ、サザエ、ヒラメ、キジハタの種苗を購入し地元の海に放流しています。



放流した種苗がなるべく多く生き残るために、一手間をかけて種苗を放流しています。

• 丁寧な放流で生き残りを多くする

• 単価向上による放流効果向上への取り組み

成長した放流種苗の価値を高めるため、付加価値向上に向けた取り組みも進めています。

【県の支援策】
放流種苗の購入を支援することで、水産資源の増大による水産物の安定供給
を図るほか、将来の漁業者に豊かな漁場を残すことを目標とする。

●栽培漁業地域支援対策事業

・海域への種苗放流を積極的に行う者へ種苗購入経費の一部を支援
（放流種苗）ヒラメ、キジハタ：３／４補助

（養殖種苗）マサバ、ヒラメ等：１～３年目３／４、４～５年目１／２、６年目～補助対象外

●持続可能な栽培漁業推進事業
・「持続可能な栽培漁業推進計画」を策定・実践する漁協に対し種苗購入経費の一部を支援
（放流種苗）アワビ：１／４以内（県＋市町村で５／１２以上）

サザエ：１／３以内（県＋市町村で１／２以上）

県産アワビ・サザエのブランド化に資する
魅力要素を把握するための調査

活魚出荷による単価向上に向けた取り組み


